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５
月
30
日
、
青
森
県
保
健
協
力
員
会
等

連
絡
協
議
会
令
和
６
年
度
総
会
並
び
に
研

修
会
が
リ
ン
ク
モ
ア
平
安
閣
市
民
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
保
健
協
力
員
や
市
町
村
関

係
者
な
ど
４
８
７
名
が
参
加
し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
小
笠
原
チ
ヨ
会
長
（
青

森
市
浪
岡
地
区
）
は
、
日
頃
の
活
動
に
対

す
る
関
係
各
位
の
協
力
に
感
謝
の
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
は
「
保
健
協
力

員
に
改
め
て
健
康
づ
く
り
の
担
い
手
と
し

て
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
先
般
策
定
さ
れ
た
『
第
三
次

青
森
県
健
康
増
進
計
画
』
等
を
踏
ま
え

『
青
森
県
保
健
協
力
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

の
内
容
を
更
新
し
、
皆
様
と
一
緒
に
県
民

の
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

続
い
て
、
宮
下
宗
一
郎
青
森
県
知
事
と

新
井
山
洋
子
青
森
県
在
宅
保
健
師
の
会
会

長
の
祝
辞
後
、
議
案
審
議
に
入
り
、
上
程

さ
れ
た
４
件
の
議
案
は
全
て
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
、
県
統
一
活
動
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
て
活
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
、

総
会
は
終
了
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
研
修
会
で

は
、
大
間
町
保
健
協
力
会
の
佐
藤
恵
美
子

会
長
と
弘
前
市
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー

連
絡
協
議
会
の
成
田
津
江
会
長
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
活
動
発
表
を
い
た
だ
い
た
。

大
間
町
で
は
、
町
健
康
づ
く
り
宣
言
か

ら
１
年
後
の
平
成
27
年
度
に
肥
満
予
防
の

た
め
に
行
っ
て
い
た
「
健
康
劇
『
赤
ず
き

青
森
県
保
健
協
力
員
会
等
連
絡
協
議
会

令
和
６
年
度
総
会
並
び
に
研
修
会

総会の様子

宮下宗一郎青森県知事

在宅保健師の会　新井山洋子会長

活動発表者のお二人
左から佐藤恵美子氏（大間町）　成田津江氏（弘前市）

県統一活動目標とスローガン
①活 動 目 標：健（検）診受診率アップ
　スローガン：「あなたの声がけで　新たに健（検）診

受診者を 3 人増やそう！」
②活 動 目 標：組織強化を図り、保健協力員等の活動を

活性化させる。 
　スローガン：「仲間を増やして健やか力をアップしよう！」

地
域
に
根
差
し
た

　
　
　
　
　健
康
づ
く
り
活
動
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総会の様子

ん
ち
ゃ
ん
、
気
を
つ
け
て
』」
を
会
員

と
町
保
健
師
と
で
紙
人
形
劇
に
リ
メ
イ

ク
し
た
も
の
を
、動
画
で
披
露
さ
れ
た
。

紙
人
形
劇
で
の
披
露
は
今
回
が
初
め

て
で
あ
っ
た
が
「
こ
れ
か
ら
は
色
々
な

所
で
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら

れ
た
。

ま
た
、
弘
前
市
で
は
健
康
づ
く
り
サ

ポ
ー
タ
ー
の
活
動
と
し
て
、
地
区
子
ど

も
ま
つ
り
で
の
減
塩
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
市

内
25
地
区
で
の
健
康
づ
く
り
活
動
の
ほ

か
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
市
民
協
働
交
流

ま
つ
り
で
の
血
管
年
齢
測
定
や
特
定
健

診
、
が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
な
ど
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
様
々
な
活
動
の
紹
介
が

あ
っ
た
。

地
域
に
根
差
し
た
健
康
づ
く
り
活
動

を
通
し
て
市
民
の
健
康
意
識
の
向
上

と
、
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
受
診
率

向
上
に
繋
げ
た
い
と
意
気
込
み
が
語
ら

れ
た
。

座
長
を
務
め
た
弘
前
大
学
大
学
院
医

学
研
究
科
社
会
医
学
講
座
の
中
路
重
之

特
任
教
授
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、

特
徴
の
あ
る
活
動
が
た
く
さ
ん
実
施
さ

れ
て
い
る
。

今
後
も
青
森
県
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
我
々
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
激
励
し
た
。

続
い
て
、
青
森
県
口
腔
保
健
支
援
セ

ン
タ
ー
の
金
澤
孝
彦
副
参
事
か
ら
、
今

年
度
よ
り
取
組
が
始
ま
っ
た
『
第
三
次

青
森
県
健
康
増
進
計
画
（
歯
・
口
腔
の

健
康
）
の
推
進
』
に
つ
い
て
説
明
い
た

だ
い
た
。

計
画
の
概
要
の
ほ
か
、
歯
・
口
腔

の
健
康
に
関
連
す
る
指
標
と
そ
の
現

状
に
つ
い
て
説
明
し
「
歯
・
口
腔
の

健
康
は
『
食
べ
る
』『
話
す
』
の
み
な

ら
ず
社
会
的
・
精
神
的
な
健
康
や
生

活
の
質
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
た

め
、
健
康
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
皆
様
に
は
地
域
住
民
の
歯
や
口
の

健
康
づ
く
り
に
も
協
力
い
た
だ
き
た

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

最
後
に
、
弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研

究
科
歯
科
口
腔
外
科
学
講
座
の
小
林
恒

教
授
か
ら
「
お
口
の
病
気
が
全
身
の
健

康
に
与
え
る
影
響
」
に
つ
い
て
講
演
い

た
だ
い
た
。

同
氏
は
「
歯
周
病
は
動
脈
硬
化
・
呼

吸
器
疾
患
・
心
臓
病
な
ど
に
影
響
を
与

え
健
康
な
人
で
も
な
る
疾
患
で
あ
り
、
45

歳
以
上
の
40
％
以
上
が
罹
患
し
て
い
る
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ

す
体
内
で
の
慢
性
炎
症
の
原
因
は
、
肥

満
と
歯
周
炎
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
歯
の
本
数
が
減
っ
た
り
噛
む

力
が
弱
ま
る
こ
と
で
認
知
症
に
繋
が

り
、
舌
圧
（
飲
み
込
む
力
）
が
弱
ま
る

こ
と
で
誤
嚥
性
肺
炎
に
つ
な
が
る
な

ど
、
口
腔
の
環
境
が
様
々
な
疾
患
に
影

響
を
与
え
る
」
と
述
べ
た
。

最
後
に
「
顎
骨
壊
死
予
防
の
ほ
か
、

美
味
し
い
も
の
を
美
味
し
く
食
べ
る
た

め
に
も
、
か
か
り
つ
け
歯
科
を
つ
く
っ

て
定
期
的
に
通
院
し
、
口
腔
を
き
れ
い

に
保
つ
こ
と
が
健
口
で
健
康
を
維
持
す

る
た
め
に
重
要
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
口
の
健
康
が
体
や

認
知
機
能
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」「
３

～
４
か
月
に
一
度
、
歯
科
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
通
っ
て
い
る
が
改
め
て
口
腔
の
ケ

ア
の
大
切
さ
が
よ
く
分
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

健
口
で
健
康
を

　
　
　
　
　維
持
す
る
た
め
に

『
第
三
次
青
森
県
健
康
増
進
計
画

　
　
　
　（歯
・
口
腔
の
健
康
）』

説明者の金澤孝彦氏

講師の小林恒氏

座長の中路重之氏
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